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 ３月も半ばを迎え、日中はずいぶん暖かくなってきました。草木のつぼみも膨らみ始めています。 

 学校では、卒業式に向けた「まとめの３学期」、次の学年に向けた「準備の０学期」が着々と進んでい

ます。始業前には、新リーダーの５年生が正門下の落ち葉を掃いている姿が見られます。 

 

卒業式総練習 

 １１日（火）２．３校時を使って卒業式の予行練習を行いました。 

 朝の体育館はとても寒かったのですが、寒さにも負けず、集中力をもって練習に臨みました。 

 まず、卒業生入場ですが、進行する教務主任の合図に合わせ、卒業生がゆっくりと入場します。在校生

は拍手の強弱をつけます。皆が集中していたので、歩く姿も拍手もとてもメリハリがありました。 

 次に卒業証書授与です。一人一人が証書を渡す私の目をしっかり見ます。すばらしいです。もちろん動

き方もしっかりと身に付いています。 

 最後は、別れの言葉です。卒業生と在校生が向かい合います。 ５年生から呼びかけがスタートし、１

年生、２年生、３年生、４年生、５年生と体育館に響く大きな声で思い出を述べます。卒業生の門出に感

謝の意持ちをもって臨んでいる証です。在校生パートの最後は、全員で「またあう日まで」を歌います。 

気持ちのそろったとてもいい歌声でした。 

 この呼びかけに卒業生が応えます。さすが卒業生です。落ち着いた大きな声で、大変気持ちがこもって

います。卒業生の歌は「正解」で

す。高音と低音のハーモニーがとて

も美しいです。最後に互いに別れを

伝え校歌斉唱へとつながっていきま

す。 

 感謝の気持ちがこもった最高の卒

業式になること間違いなしです。準

備は整いました。６年生はあと卒業

式を含め４日間、しっかり思い出を

かみしめ、友情を深めてほしいと思

います。 

 

 
元気いっぱい 笑顔いっぱい 夢いっぱい 

教育目標：心豊かでたくましく、夢に向かって努力できる生っ子の育成 



 


